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The Japanese Images in Singapore Literature
WADA  Keiko
Abstract
Singapore and Japan today are both diplomatically and financially on good 
terms.  In literary fields, however, such close relationships do not necessarily exist. 
Singapore Literature is not particularly well-known in Japan, and the Japanese images 
in Singapore Literature have not been surveyed in depth.
This paper attempts to give an overview of the Japanese images in Singapore 
Literature, and provide examples of the images of the Japanese Occupation Period 
from 1942 to 1945.  The Singapore Grip by J. G. Farrell, Is There an Orchid in 
Singapore? by Sasaki Joh, and other Singaporean stories by Lim Thean Soo, Walter 
Woon, Gopal Baratham, and Goh Sin Tub are examined in this paper.
The unique phenomenon in Singaporean literary society is the boom of ghost 
stories.  The series of ghost stories edited by Russell Lee have been the best sellers 
for years in Singapore.  One of the frequent subjects of such stories is the fall of 
Singapore by the Japanese military and people’s deaths involved.  The Japanese 
images seem to have been stereotyped by these literary works.  Singapore Literature 
is expected to develop further when it grows out of such tendencies.
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1. はじめに








フルズ（Sir Thomas Raffles 1781-1826）がここを東インド会社の交易所とし、1826 年に英
国の海峡植民地とした。1869 年にはスエズ運河が開通し、貿易の中継地としてこの地の
重要性が増した。1873 年には岩倉使節団もここを訪れている。
イザベラ・バード（Isabella Bird, 1831-1904）がシンガポールを訪れたのは 1879 年の
ことである。バードはヴィクトリア朝の女性旅行者としてよく知られている。彼女を
まず圧倒したのは、シンガポールの色彩だった。“overpowering greenery, a kaleidoscopic 
arrangement of colours” 2（圧倒的な緑、色彩の万華鏡のような配列）と彼女は驚いている。
その 1 年前の 1878 年にバードは日本を訪れているのだが、青みがかった灰色の空の下、
青白い海に青白い舟を見て “there were no startling surprises either of colour or form.” 3（色も形
も驚くようなものはなにもなかった）と書いている。なんと対照的であろう。
ラッフルズホテルができたのは 1887 年だ。Sarkies brothers が旅行客の増加をあてこんで
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サマセット・モームは『人間の絆』（Of Human Bondage, 1915）や『月と六ペンス』（The 
Moon and Sixpence, 1919）などの小説でよく知られている。モームは生涯にわたって世界
各地に旅行しているが、1920 年代にはマレー半島やインドシナ半島を訪れ、この地の人
間模様を短編小説に描いた。



































They were sweet in their kimonos, with their shining black hair artfully dressed; they were small 
and plump, with round faces and laughing eyes.  They bowed low as they came in and with good 
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J. G. ファレル（J. G. Farrell, 1935-1979）の『シンガポール・グリップ』（The Singapore 
Grip, 1978）は、『帝国三部作』（Empire Trilogy）の一作として上梓された。『トラブル』（Troubles, 









Matsushita took the sabre and with a swift, clean swipe beheaded one snake after another.  Then 
he swiftly gathered up the writhing bodies by the tails, stood there for a moment with a fistful 
of lashing bodies spraying blood over his thighs as if deep in thought, and finally went to sit 
against the hole of a tree, prising them open one after another with two stubby fingers to search 
out the liver and pop it in his mouth.  An enormous leech, Kikuchi could not help noticing, had 
battened on the Lieutenant’s private parts. 11
これらの情報を著者は一次資料から得たと序文に書いている。フィクションでありなが
ら参考文献を末尾に示しているのはそのためだ。






作品の最後、日本軍もイギリス軍も撤退したシンガポールが舞台である。1976 年 12 月
10 日の『タイムス』誌の記事が紹介される。現地のゴム園などのプランテーションで、
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月 19 日、シンガポール在住の 18 歳から 50 歳の華僑は 21 日正午までに所定の場所に集合






















Thean Soo 1924-1991）は、中国系シンガポール作家である。彼は The Siege of Singapore (1989)
で、1942 年の日本軍の侵攻を描いた。シンガポール陥落は 1942 年 2 月 15 日であったが、
この日がちょうど中国人にとっての旧正月の祝いの日であったということは、忘れられ
がちである。この日、彼らが聞いたのは縁起のいい爆竹の音ではなく、恐ろしい爆弾の




“The silence deepened further.” 14 つまり、暗い沈黙が支配したのである。読者はこの戦いの
舞台となった場所の生々しい現実に息を飲む。
ウォルター・ウーン（Walter Woon 1956-）の The Devil’s Circle (2011) は、日本軍政下の
住民の心理を描く。
They had been so good at hiding their true feelings that no one would ever have suspected their 




井伏鱒二（1898 － 1993）がシンガポールに来たのは 1941 年のことである。この年 11
月 15 日に陸軍徴用令書を受け取った井伏は、22 日には報道班員としてマレー・シンガポー
ル方面への従軍を命じられる。井伏のほかに、北町一郎（会田毅）、小栗虫太郎、海音寺
潮五郎、北川冬彦、堺誠一郎、里村欣三、神保光太郎、月原橙一郎、寺崎浩、中島健蔵、
中村地平らも徴用されている。1942 年 2 月 15 日にシンガポールが陥落すると、翌 16 日













“The Devil’s Circle” の主人公チャンは、日本の憲兵が、反日の容疑で捕らえた者の口
を割らせることができなかった場合、どうなるのかと問う。“Killed?  Of course not. …










拷問者である日本人について、むしろ親し気に語る。“We were both involved in something 
of greater intensity than most people ever experience.  I suppose lovers at the height of their passion, 
might feel the same.” 18 戸惑う主人公に対し、メイスンは説明を続ける。とうとう処刑の命
令が下ったときのことだ。拷問者は、彼の痛んだ指にそっと触れる。“He shook my hand
－ very gently, mind you, so as not to hurt my damaged fingers － and said it had been an honour to 








ゴー・シンタブ（Goh Sin Tub 1927-2004）は、Walk like a Dragon/ Short Stories (2004) に収
められた “The Sook Ching” で、日本軍による華僑粛清を描いた。14 歳の少年はからくも生
き延びたが、このように語っている。“For myself, Sook Ching was the purge of my childhood 
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innocence. ” 20 この少年は、命こそ助かったが、かけがえのない少年時代の「無垢」を「粛
清」されたのだ。この経験は彼にとっての残酷なイニシエーションとなった。だが、呉は
また、その後の日本人との交流をも描いている。





ような歌を歌って涙ぐむ。“Ichiban nori o yarunda to/Rikinde shinda senyu no/Ikotsu o daite ima 
hairu/Singaporu no machi no asa….” 21 この歌は日本で広く歌われた軍歌のひとつ「戦友の遺
骨を抱いて」である。勝者にとっても戦争はやるせないものだと呉は知る。
しかし、彼はまた、征服された者が見た地獄について語らずにいられない。抗日分子と
決めつけられてトラックで運ばれ、二度と戻らなかった者たちの話だ。“Goh had no song 
with which to end his story.  His heroes remained unsung.” 22 彼らは無駄に死に、その死を悼む
歌さえない。ヒロ先生はこの現実の前に黙り込むしかないのだ。ここには敵同士から先生
と生徒になった者たちが、手探りではあるが、理解しあおうとする姿が描かれている。




幽霊であった。君が来るのを待っていた、と彼は言う。“As a token of love, as symbolic act 
to finish my incomplete harakiri, help me destroy these chains that have imprisoned my spirit to the 
world for these long years.” 23 シンガポールで間違った行為を犯しながらハラキリできなかっ
た自分のために、コンピュータを壊してくれ、と幽霊は懇願する。タダシは深くおじぎを
してコンピュータを高く掲げ、床に打ち付ける。





Little Ironies: Stories of Singapore (1978) や、ボニー・ヒックス（Bonny Hicks 1968-1997）の
Excuse Me, Are You a Model? (1990) がある。しかし、純然たる文学作品とはいえないある作
品が、実はこの国の継続的ベストセラーなのだ。それは The Almost Complete Collection of 
True Singapore Ghost Stories というシリーズ本で、「本当にあったこわい話」とでも訳せる
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ような、安っぽい実話集である。
Russell Lee という覆面編集者がこのシリーズを監修しており、だれでも投稿できる。
Book 1 が 1989 年に出版されたとき、大きな反響があり、それ以来シリーズ化された。そ
の Book 3(1994) には “The Japanese Occupation” という章が設けられており、日本軍政期の
怪談に特化している。
そのうちの一話 “The Dead Won’t be Buried” は 71 歳の元捕虜の投稿だ。1945 年に日本軍
が撤退したあとも、チャンギ刑務所からはうめき声が聞こえ、囚人たちの霊が見られ、チャ
ンギ・ビーチでも日本人の声や銃声が聞こえたという。“Even if the younger generation no 
longer remembers, we the old folks have indelible recollections of extreme horror, memories which 
we’ll carry to the grave.” 24 という言葉からは、こうした怪談がシンガポールの歴史教育の一
端を担っていることが感じられる。
Book 6 (1995) にも “Japanese War Stories” と題する章がある。ラッセル・リーによる序
文には、“I hope this collection will help to relieve some of the pain as well as put to rest many a 
tortured ghost.” 25 と書かれており、日本軍統治時代に命を落とした人たちの魂をなぐさめ
るために、このような話は伝え続けられるべき、というスタンスが見える。
たとえば “Massacre Screams” は、66 歳の退職者からの投稿だ。Siglap で戦後復興の建築
作業が始まる前、人々の悲鳴とマシンガンの音が聞こえたという住民や、手をロープで縛
られて一列に並ばされ、殺された被害者の亡霊を見たという住民がいた、というものだ。
これに対してリーは Siglap が「出る」場所であると書き、ほかに Choa Chu Kang, Punggol, 
Changi beach でも虐殺があったと解説している。
“Old Soldiers” は 37 歳のタクシー運転手からの投稿だ。日本軍が英国軍やインド軍と激
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6. おわりに





Kwan 1973-）の原作 Crazy Rich Asians（2013）には、映画では省略されたいくつかの日本
への言及がある。それは、やはりこの国を侵略した日本軍への言及である。
“They can give this resort some fancy new name, but I know for a fact the island used to be 
called Pulau Hantu － Ghost Island.  It was one of the outlying islands where the Japanese 
soldiers took all the young able-bodied Chinese men and had them shot during World War II. 
This island is haunted with ghosts of the war dead.” 26
美しいリゾート・アイランドもかつては日本軍の蛮行に血塗られており、幽霊が出るとい
うのだ。

















の描かれ方が、とりもなおさずステレオタイプなのである。彼女は “sado”（茶道 ) と “kadou” 
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（華道）と “koto”（琴）と “hikaeme”（控え目）を主人公に教えるのだ。27 バラタムは短編
小説の名手であり、特にエンディングの妙は “The Interview” でも “Japanese Girl” でも光っ
ている。だからこそ、教科書どおりともいえる日本人の描写は、やや精彩を欠くと言わざ
るを得ない。
シンガポールと日本は外交関係を樹立して 50 年になる。映画「家族のレシピ」は 50
周年を記念して制作されたものであり、今後も両国は友好的な関係を続けていくだろう。
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